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研究成果の概要（和文）：本研究は、霊長類を対象に、聴覚的な知覚・認知特性をヒトとの比較

を通じて明らかにすることを目的とした。特に、感覚性強化法といった、訓練を要しない行動

学的な実験方法での検討をこころみた。サルの体の場所を指標として、飼育室の左右のどちら

かに定位すると刺激が提示される、聴覚的な強制選択選好法を用いて検討した結果、サルは自

発的に協和音と不協和音刺激を区別していると考えられたが、その音源に対する選好性は特に

は認められなかった。 
 
研究成果の概要（英文）：I investigated the preference and cognitive features for auditory 
stimuli on non-human primate, including gibbons and the other Old World monkeys. I used 
the experimental paradigm requiring the special and intensive training and conditioning, 
which are auditory sensory reinforcement, to measure the auditory preference of primates. 
For the auditory sensory reinforcement, the body movements and orientation is reinforced 
by the sensory stimuli of consonant, dissonant, and biological sounds. The results revealed 
that monkey did not show the preference for the consonant stimuli, contrary to human 
auditory preference. 
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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：心理学・実験心理学 
キーワード：テナガザル・霊長類・聴覚的選好性 
 
１．研究開始当初の背景 
音楽はヒトにおいてのみ見られる特殊な属
性であり、言語とともに特殊な音声-聴覚系の
高次脳機能である。音楽と言語は発達的にも

似た特徴を持つことが知られており(たとえ
ば絶対音感獲得における臨界期と言語獲得
における臨界期の存在など)、音声-聴覚系に
おける共通した神経処理機構が存在するこ



とも示唆されている。音楽と言語はヒトにと
って特有な生得性の高い行動だと考えられ
ている。 
ヒトの音楽の知覚研究においては協和音
(consonance)に対する知覚研究は数多く、中
でも協和音への強い選好性は良く知られて
いる。協和音とは、基本周波数が簡単な整数
比で表すことのできる 2つの音が組み合わさ
れたものであり、ヒトはこれを｢快い｣と感じ、
一方そうでない不協和音(dissonance)は｢不
快｣に感じるさらに協和音に対する選好性は
ヒト乳幼児でも確認されることから、学習や
経験というよりむしろ生得的にプログラミ
ングされた現象として考えられている。一方
ヒト以外の霊長類はこの協和音に対する似
たような知覚的な神経基盤があるようだ。知
覚心理学的な行動研究や神経生理学的な証
拠によると、ニホンザルは協和音と不協和音
を弁別でき、さらに協和音を知覚することが
できる。霊長類は協和音を知覚できるにもか
かわらず、その選好性に関してはいまだ明ら
かとなっていない。結局、ヒトとヒト以外の
霊長類において似たような知覚的な基盤が
存在するにもかかわらず、協和音への選好性
という点において進化的な連続性は今のと
ころ不明瞭で、比較認知科学的手法により明
らかにする必要性がある。 
 また、本研究の目的として、できるだけ簡
便でかつ効率的で、信頼性の置ける、聴覚的
刺激への選好性について検討することを目
的とした。そもそも、聴覚的な刺激に対して、
サルは「興味」を示さないことが多く、その
刺激への聴集反応に関しては、反応が取りに
くく大きな問題であった。霊長類以外の動物
として、よく検討されているのは鳥類の研究
であるが、鳥類では、比較的聴覚刺激に対し
て、定位行動や音声による応答反応が得られ
やすく、よく検討されてきたが、霊長類では
難しかった。ヒトの乳児における一般的なパ
ラダイムである、馴化脱馴化法がサルでも未
だ一般的であるが、それも適応しにくいのが
現状であった。 
２．研究の目的 
本研究は、聴覚音声系のコミュニケーション
に特化した小型類人猿を対象に、聴覚的な知
覚・認知特性をヒトとの比較を通じて明らか
にすることを目的とした。特に、感覚性強化
法といった、訓練を要しない行動学的な実験
方法での検討をこころみることを目的とし
た。また、テナガザルという種に限らず、同
様の問題を他のオナガザル科のサルで検討
も行い、比較認知科学的な考察を加えること
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
テナガザル類を対象とした実験であるが、研
究環境の問題、また、他の旧世界ザルの情報

も不可欠なため、ニホンザルとキャンベルズ
モンキーという旧世界ザルにおいて、協和音
不協和音に対する選好性を検討した。方法は、
サルの体の場所を指標として、飼育室の左右
のどちらかに定位すると刺激が提示される、
聴覚的な強制選択選好法を用いて検討した。
用いた刺激は、音圧レベルの異なるホワイト
ノイズ、協和音刺激、不協和音刺激、同種他
個体の親和的な音声などであった。 
 
４．研究成果 
大きな成果としては、キャンベルズモンキー
というグエノン種においては、本パラダイム
の有効性が示されることである。それに対し
て、ニホンザルにおいては、体全体の動きを
感覚性強化により引き出すことは難しかっ
た。異なる音圧レベルのホワイトノイズの実
験の結果、大騒音のホワイトノイズには定位
せず、サル自身がコミュニケーションに使う
音声と同じ程度の騒音レベルの音声を良く
好むことがわかった。これにより、体全体の
定位行動自体を、聴覚的な「好み」によって、
操作しうる可能性を示すことができた。 
 

上の図は異なる音圧レベルのホワイトノイ
ズに滞在した時間を示す。白いバーが 70dB
の条件の滞在時間を示し、黒いバーが 90dB
の条件の滞在時間を示す。６個体に対して実
験を行った結果、滞在時間に有意な差が認め
られた。滞在時間は秒数である。 
 
協和音、不協和音への選好性の実験の結果は、
旧世界ザルにおいては協和音に対する選好
性は認められず、選好性はほぼ位置偏向とな
った。しかし、音源提示されると何らかの影
響が行動に与えていることも同時に確認さ
れた。結果として、サルは自発的に協和音と
不協和音刺激を区別していると考えられた
が、その音源に対する選好性は特には認めら
れなかった。追加実験をおこない、種特異的
な音声、その他社会的な刺激音声に対して検
討を加えた。現在論文を執筆中である。 
 



 
 

 
上記の図は、協和音不協和音に対する、定位
滞在した時間をします。Consonant とあるの
が、協和音に対する定位時間、Dissonant と
あるのが、不協和音に対する定位時間を示す。
滞在時間に有意な差は認められなかった。実
験は６頭のサルを用いて行った。滞在時間は
秒数で示している。 
 
また、他の訓練を要しないヘッドターニング
を指標とした、聴覚実験などをおこなった。
また、テナガザルの音声収集のための海外調
査もおこない、近縁他種のサンプリングをお
こなった。具体的にはアジルテナガザルの亜
種である、スマトラ産の２亜種とマレー半島
産の１亜種である。またシロテテナガザルと
いう、アジルテナガザルにとって近縁な他種
の音声刺激も収集できた。 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
この計画の最も重要な成果自体は、現在執筆
中である。 
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